
第９ 破傷風 

 

要 約 

 2008年度の破傷風に対する抗毒素の保有状況（検体数1288名）を解析した結果、破傷風の発症

防御レベル（0.01 IU/ml）以上の抗毒素陽性率は0歳では87.9％であった。1歳から4歳では陽性率

は98.3％に達し、20代までは80％以上と高く維持されていた。その後、陽性率は低下し、40代前

半から急激に低下した。40代後半から50代後半の年齢層では平均25％前後に推移し、60歳以降の

年齢群では約10％と極めて低値であった。以上の結果と、近年報告される破傷風患者は、多くが

40歳以上の中高齢者であることを考え併せると、患者数の減少を期待するためには、40代前半以

降の成人への破傷風トキソイドを接種する方策が必要である。 

 

１．まえがき 

感染症流行予測調査事業で、破傷風が調査対象疾病となり調査が行われたのは、1998、1999、2003

年度に続き、2008 年度で 4 回目である。今回は、7 都道県（北海道、栃木県、東京都、福井県、

愛知県、愛媛県、福岡県）で調査された。その結果、正確な抗毒素の保有状況が明らかとなり、1998

年の調査から約 10年の調査結果と信頼性の高い比較が可能となった。 

破傷風は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（1999 年 4 月施行、2003

年 11 月改正施行）」では、五類感染症と位置付けられている。この分類に属する疾病は、「国が感染

症の発生動向の調査を行い、その結果等に基づいて必要な情報を国民一般や医療関係者に情報提供・

公開していく事によって、発生・まん延を防止すべき感染症」と定義されている。さらに、破傷風は

全発生患者数を完全に把握する「全数把握疾患」とされ、破傷風患者を診断した医師に対して、「7

日以内に保健所に届出」が義務付けられている。しかし、一般診療に当たる医療関係者でのこの疾病

に対する認識は低いままなので、このような定期的な疫学調査や患者報告は、今後の破傷風対策を検

討する時には、重要な情報となる。なお、破傷風患者発生動向や検査方法等については、国立感染症

研究所のホームページを参照されたい（http://idsc.nih.go.jp/iasr/30/349/tpc349-j.html）。 

 

２．感受性調査 

（１）調査目的 

血清中の破傷風抗毒素価の測定結果から、破傷風に対する免疫状況を把握し、今後の破傷風に

対する予防接種計画などの資料とする。 

 

（２）調査対象 

北海道、栃木県、東京都、福井県、愛知県、愛媛県及び福岡県の 7都道県において、それぞれ

1地区を選定し、0～4歳、5～9歳、10～19歳、20～29歳、30～39歳、40～49歳、及び 50歳以

上の 7 群（20 名／群）から、計 140 名、全国で 980 名を対象とした。しかし、対象数以上に報

告があった場合や、対象数に満たない場合も全ての報告を集計した。 

 

（３）調査時期 

2008年 7～10月の間に調査の了承が得られた者からの検体を調査対象とした。 
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（４）調査内容 

調査の了承が得られた対象から採血し、得られた血清（検体）中の破傷風に対する抗毒素価は

KPAキットを用いて測定した。本キットは、間接赤血球凝集反応を利用し、国立感染症研究所と

(財)化学及血清療法研究所で共同開発されたものである。破傷風抗毒素価の迅速測定法として、

十分な特異性、再現性、及び感度を持つ事が確認されている。なお、測定された血中抗毒素価は、

陽性対照（抗破傷風ヒト免疫グロブリン：0.02 IU/ml）に対する相対価として、算出した。 

 

（５）調査結果 

破傷風では、発症防御レベル抗毒素価は 0.01 IU/mlと考えられており、この発症防御レベル以

上の陽性率は特に重要である。 

Ａ）調査状況 

破傷風抗毒素価を測定された検体の総数は 1288 件であった。県別、年齢別の調査数は表 1 に

記載した。調査対象の 7都道県の中で、北海道はすべての年齢層で調査目標数の半数、栃木県で

は 20歳未満の調査結果が得られなかった。各年齢群別のワクチン接種率（表 6）は、0～39歳の

年齢群では 90％以上であったが、40～49歳群では 83.0％に低下し、50歳以上群では 61.4％であ

った。しかし、ワクチンの接種歴が「不明」の比率は、1～4 歳では 14.3％であるが、5～9 歳群

では 24.7％、10代で 26.6％、20代で 55.7％、30代以上では 65.7％以上に達した。破傷風トキソ

イドへの関心が低い事、また、（保護者も含めて）小児期の記憶は加齢ともに不明確となる事が

原因である可能性があるが、前回の調査に比べて、5～9 歳群では「不明」の比率が約 2 倍に増

加している傾向があった。ワクチン接種率は、接種歴不明者の割合が全体の半分近くを占めてお

り（表 6、表 7）、とりわけ高年齢層にワクチン接種歴不明者が多い傾向がある。地理的なばらつ

きがあることはやむを得ないとはいえ、ワクチン接種の効果のより正確な解析のために、さらに

積極的かつ正確な調査が必要である。 

 

Ｂ）年齢別抗毒素保有状況 

年齢別（表 4、図 1）および年齢群別（表 3、図 2）の破傷風抗毒素の保有状況を示した。年齢別

及び年齢群別の図は 0.01から 10 IU/ml以上までを 7段階に分類したものである。0歳群は、0～2、3

～5、6～8及び 9～11カ月の 4群に分け、それぞれを 0.01 IU/ml未満から 10 IU/ml以上までを 5段階

に分類したものである（図 3）。予防接種法によるワクチン接種が始まって間もない、または未接種

乳児を含むが、月齢に応じて破傷風抗毒素保有率が上昇し、0 歳群における発症防御レベル（0.01 

IU/ml）以上の陽性率は 87.9％（29/33）であった。1～4 歳群では多くの者は沈降精製百日咳ジフテ

リア破傷風混合ワクチン（DTaP）による基礎免疫（予防接種法による定期接種の I期）を完了し、

発症防御レベルの陽性率は98.3％を示した。5歳から29 歳の年齢群は90％以上の陽性率を維持した。

特に、ジフテリア破傷風混合トキソイド（DT）による追加免疫（予防接種法による定期接種のⅡ期）

が接種される年齢である 11～12 歳では、陽性率は 100％に達した。30歳以上の検体では陽性率は低

下傾向を示した。これは、11～12 歳時の DT 接種によるブースター効果が薄れはじめたことも考え

られるが、この世代は小児期に全菌体型百日咳ワクチンを含む DPTワクチン（DTwPワクチン）が

使用されていた世代である。1964年（2008年時点で 44歳）から一部で DTwPワクチンの接種が始

まり、1968年（2008年時点で 40歳）から集団接種が導入されたが、副反応の多発により 1975年（2008

年時点で 33 歳）に一時接種が中止になっていることもあり、その前後の年代では DPT ワクチンの

接種率自体が低かったことが予想される。また、40 歳以上では抗体保有率が 37％前後に急激に減少

するが、この世代は小児期に破傷風トキソイドを含むワクチンを受けていない。 
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Ｃ）都道県別抗毒素保有状況 

都道県別にみた抗毒素の保有状況を示した（表 2、図 5）。各都道県の幾何平均抗毒素価は、北

海道（0.8 IU/ml）、栃木県（0.4 IU/ml）、東京都（0.6 IU/ml）、福井県（0.4 IU/ml）、愛知県（0.9 IU/ml）、

愛媛県（0.4 IU/ml）および福岡県（0.4 IU/ml）であった。 

また、各都道県の年齢別の抗体保有状況は、北海道では他の都県に比較して、抗体陽性者の年

齢別割合が異なり、0 歳が最も抗毒素保有率が高く、10～19 歳以後 40～49 歳まで急激に減少し

ている。これは、各年齢の調査数がほぼ 2分の 1であったことが調査対象の偏りを生んでいるの

か、それとも地域の特殊事情が存在するのか、今後調査の必要がある。愛知県でも抗体保有率の

下降傾向が早めに出る傾向が見られた。残りの 5都県については、ほぼ同じ傾向を示した。 

 

Ｄ）抗毒素保有状況の年次別比較 

1998年度より 2008年度まで過去 3回の年次別抗毒素の保有状況（0.01 IU/ml以上と 0.1 IU/ml

以上の抗毒素陽性率）を示した（図 4）。（なお、1999年度の調査では破傷風は追補的な疾病であ

り、調査規模が小さく 3 県であったために今回の比較にそのデータを使用していない。） 

これら 3回の調査で、19歳までの抗体保有状況については、0歳児の抗体保有率が回を経るご

とに高くなっている傾向が見られたが、5 歳以上の年齢に関してはほぼ同様の傾向が見られた。

しかし、20 歳以上の年齢層の調査が行われた過去の 2 回に関しては、陽性率は大きく変わらな

い傾向を示したが、2003 年度と今回の調査では、約 5 年間抗体を保有する年齢が延長される傾

向が存在した。また、0.01 IU/ml以上と 0.1 IU/ml以上の抗毒素の保有状況では、0.1 IU/ml以上の

保有率の方が、0.01 IU/mlの保有率よりも早く低下する傾向を示した。 

 

Ｅ）予防接種歴からみた抗毒素保有状況の比較 

予防接種歴からみた抗毒素保有状況を、抗毒素価別（図 6）および年齢群別（表 8）に示した。

表 8では、全体の 43 名（全体の 3.3％）ではワクチン接種歴が無いと報告されている。しかし、

それらの血清中の 20件は、破傷風の発症防御レベルである 0.01 IU/ml以上の抗毒素が検出され

た。破傷風では自然免疫は成立しないと考えられている事から、今後、試験法の精度及びワクチ

ン接種歴の調査法について検討する必要がある。 

図 6より、DPTの 1回接種により、約 85％の検体で発症防御レベルである 0.01 IU/ml以上の

抗毒素価が得られていた。しかし、1回の接種では 0.32 IU/ml以上の保有率は 30％前後であるが、

DPTを 2回以上接種された場合、45％以上の検体で 0.32 IU/ml以上の抗毒素価を示した。さらに、

I期初回 3回接種によって、65％以上で 0.32 IU/ml以上の抗毒素価を示した。このようにワクチ

ンの接種回数に応じて抗毒素価の上昇が得られた。従って、発症防御レベルの抗毒素価を保有す

るためには、DPTの 1回の接種で可能であるが、長期間の十分な抗毒素の獲得には、予防接種法

で定められた定期接種を完了する事が望ましいと考えられる。 

 

３．考察および今後の流行予測 

今回の調査結果より、30歳未満の年齢層では、破傷風に対して十分な抗毒素を持っていたが、そ

の後、その高い抗毒素価は徐々に減少して、45 歳以上では発症防御レベルの抗体保有率は約 25％

であった。しかし、抗毒素価の減少傾向は、全体の集計結果における前回の調査との比較では 5年

後を反映したように 5年間の延長が観察された。 

まず、現在実施されている I期の DTaP4 回接種とⅡ期の DT 接種により 29歳までは、破傷風に

対して十分な抗毒素を与える事に成功している。定期予防接種が実施されなかった年齢層（1968
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年以前）では、十分な抗毒素を保有する割合は 25％程度、60歳以上では 10％程度であった。この

傾向は、前回の調査と同様であった。従って、II期の DT接種によってその免疫は 40歳まで持続さ

せることに成功していることが明らかとなった。 

今後の破傷風に対する対策としては、小児における高いワクチン接種率を維持させると共に、免

疫を保有していない世代に対する基礎免疫の確立が必要である。今回の調査結果から、定期予防接

種が未実施の 40 代前半以降の年齢層に対する対応が必要であることが明らかとなった。また、基

礎免疫が終了した後の定期的な追加接種の必要性は II期DT接種の効果が延長される傾向性がある

ため、今後の推移をみて結論を得る必要がある。 

また、本調査の改善すべき点として、ワクチン接種歴の調査方法がある。破傷風では自然免疫は

成立せず、破傷風トキソイドの接種が、免疫の獲得の唯一無二の手段であると考えられる。しかし、

多くのワクチン接種歴「無」の血清で、破傷風発症防御レベル（0.01 IU/ml）以上の抗毒素が検出

された。また、定期予防接種により DPTが実施されてから間もない 1～4歳群（175名）であって

も、 25名（14.3％）の対象者の予防接種歴は、「不明」とされている。ワクチン接種歴は、保護者

を含めて本人の記憶だけでなく、母子手帳等の記録から調査しているが、正確なワクチン接種歴の

調査が求められる。 

2008年より、破傷風トキソイドをキャリアーとしたインフルエンザ菌 b型（Hib）ワクチンの導

入がなされ、2010 年秋より「ワクチン接種緊急促進事業」として公費負担が実施されている。Hib

ワクチンと DTaPワクチンが同時に接種された場合に Hibワクチンにキャリアーとして含まれる破

傷風トキソイドが DTaPワクチンによる破傷風免疫にどのような影響を与えるかの検討が重要であ

る。Hib ワクチンや混合ワクチンの導入が、今後の破傷風抗毒素価にどのような影響を与えるか、

その推移を注視してゆくべきである。 
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 2008年度

0‐4 5‐9 10‐19 20‐29 30‐39 40‐49 50‐

合計 TOTAL 1288 208 158 177 183 204 160 198

北海道 Hokkaido 70 10 10 10 10 10 7 13

栃木 Tochigi 199 0 0 0 45 80 42 32

東京 Tokyo 354 83 44 78 42 32 28 47

福井 Fukui 140 11 15 22 27 13 26 26

愛知 Aichi 140 20 20 20 20 20 20 20

愛媛 Ehime 222 25 38 25 28 29 27 50

福岡 Fukuoka 163 59 31 22 11 20 10 10

合計
TOTAL

都道府県
PREFECTURE

年齢群（歳）
AGE GROUP（YEARS）

表1　都道府県別年齢群別破傷風感受性調査数
THE NUMBER OF EXAMINEES FOR TETANUS SUSCEPTIBILITY INVESTIGATION BY PREFECTURE AND AGE GROUP
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 2008年度

< 0.010 0.010 0.032 0.100 0.320 1.000 3.200 10.000
/ / / / / / /

0.031 0.099 0.319 0.999 3.199 9.999

北海道 Hokkaido
TOTAL 70 32 0 5 2 11 15 4 1 0.8
0 4 0 0 0 0 1 2 1 0 1.4
1‐4 6 0 0 1 1 1 2 1 0 0.6
5‐9 10 0 0 1 1 1 5 2 0 1.1
10‐19 10 1 0 1 0 4 4 0 0 0.6
20‐29 10 4 0 0 0 3 2 0 1 1.2
30‐39 10 8 0 1 0 1 0 0 0 0.2
40‐49 7 6 0 1 0 0 0 0 0 0.1
50‐ 13 13 0 0 0 0 0 0 0 0.0

栃木 Tochigi
TOTAL 199 50 15 19 17 54 30 12 2 0.4
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
1‐4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
5‐9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
10‐19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
20‐29 45 1 2 3 4 17 10 6 2 0.7
30‐39 80 6 9 9 11 25 16 4 0 0.3
40‐49 42 19 4 4 2 9 4 0 0 0.2
50‐ 32 24 0 3 0 3 0 2 0 0.4

東京 Tokyo
TOTAL 354 53 16 27 40 101 80 32 5 0.6
0 7 0 0 0 1 2 2 2 0 1.3
1‐4 76 0 2 4 7 23 21 16 3 1.0
5‐9 44 0 1 3 4 18 15 3 0 0.7
10‐19 78 1 3 14 14 22 18 5 1 0.4
20‐29 42 0 0 1 8 18 10 5 0 0.6
30‐39 32 1 3 1 4 11 10 1 1 0.5
40‐49 28 16 3 1 1 5 2 0 0 0.2
50‐ 47 35 4 3 1 2 2 0 0 0.1

福井 Fukui
TOTAL 140 47 7 14 11 28 28 1 4 0.4
0 6 2 1 1 1 0 1 0 0 0.1
1‐4 5 1 0 0 0 2 0 0 2 3.0
5‐9 15 0 0 1 3 3 7 0 1 0.7
10‐19 22 0 0 3 3 7 8 0 1 0.6
20‐29 27 1 0 3 2 10 10 1 0 0.5
30‐39 13 0 2 5 1 4 1 0 0 0.1
40‐49 26 24 0 0 0 1 1 0 0 0.6
50‐ 26 19 4 1 1 1 0 0 0 0.0

愛知 Aichi
TOTAL 140 30 10 7 3 31 25 16 18 0.9
0 4 2 0 0 0 2 0 0 0 0.5
1‐4 16 1 0 0 1 3 4 5 2 1.8
5‐9 20 0 1 1 1 6 5 3 3 1.1
10‐19 20 2 0 2 0 3 2 1 10 3.9
20‐29 20 4 4 0 0 5 5 2 0 0.4
30‐39 20 7 2 2 0 5 2 0 2 0.4
40‐49 20 6 3 0 0 4 3 4 0 0.5
50‐ 20 8 0 2 1 3 4 1 1 0.7

愛媛 Ehime
TOTAL 222 76 6 17 31 47 29 14 2 0.4
0 4 0 0 0 1 1 1 1 0 0.8
1‐4 21 1 0 0 2 5 7 5 1 1.5
5‐9 38 2 0 4 14 9 6 2 1 0.4
10‐19 25 4 1 4 6 7 2 1 0 0.3
20‐29 28 2 0 2 3 12 6 3 0 0.5
30‐39 29 3 2 3 4 11 5 1 0 0.3
40‐49 27 20 2 3 0 0 1 1 0 0.1
50‐ 50 44 1 1 1 2 1 0 0 0.2

福岡 Fukuoka
TOTAL 163 20 5 16 27 54 34 5 2 0.4
0 8 0 1 1 1 4 1 0 0 0.2
1‐4 51 0 0 3 11 18 13 4 2 0.6
5‐9 31 0 2 5 9 10 5 0 0 0.2
10‐19 22 0 0 4 3 9 5 1 0 0.4
20‐29 11 0 0 1 0 8 2 0 0 0.5
30‐39 20 2 1 2 3 4 8 0 0 0.4
40‐49 10 9 0 0 0 1 0 0 0 0.3
50‐ 10 9 1 0 0 0 0 0 0 0.0

合計
TOTAL

年齢群
（歳）

AGE GROUP
（YEARS）

抗毒素価
ANTITOXIN TITER （IU/ml）

表2　都道府県別破傷風抗毒素保有状況
TETANUS ANTITOXIN ACQUISITION RATE BY PREFECTURE

G.M.
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 2008年度

< 0.010 0.010 0.032 0.100 0.320 1.000 3.200 10.000
/ / / / / / /

0.031 0.099 0.319 0.999 3.199 9.999

TOTAL 1288 308 59 105 131 326 241 84 34 0.5

0 33 4 2 2 4 10 7 4 0 0.5

1‐4 175 3 2 8 22 52 47 31 10 1.0

5‐9 158 2 4 15 32 47 43 10 5 0.5

10‐19 177 8 4 28 26 52 39 8 12 0.5

20‐29 183 12 6 10 17 73 45 17 3 0.6

30‐39 204 27 19 23 23 61 42 6 3 0.3

40‐49 160 100 12 9 3 20 11 5 0 0.2

50‐ 198 152 10 10 4 11 7 3 1 0.2

合計
TOTAL

年齢群
（歳）

AGE GROUP
（YEARS）

抗毒素価
ANTITOXIN TITER （IU/ml）

表3　年齢群別破傷風抗毒素保有状況
TETANUS ANTITOXIN ACQUISITION RATE BY AGE GROUP

G.M.
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 2008年度

< 0.010 0.010 0.032 0.100 0.320 1.000 3.200 10.000
/ / / / / / /

0.031 0.099 0.319 0.999 3.199 9.999

TOTAL 1288 308 59 105 131 326 241 84 34 0.5
0 33 4 2 2 4 10 7 4 0 0.5
1 54 1 0 4 10 21 11 6 1 0.6
2 42 0 0 1 5 13 12 7 4 1.3
3 43 1 1 1 3 9 14 10 4 1.4
4 36 1 1 2 4 9 10 8 1 1.0
5 38 0 2 3 5 14 11 2 1 0.6
6 23 0 0 1 2 4 9 5 2 1.3
7 25 0 0 3 5 7 9 1 0 0.5
8 32 0 1 4 7 11 8 1 0 0.4
9 40 2 1 4 13 11 6 1 2 0.3

10 15 0 0 6 1 7 1 0 0 0.2
11 20 0 1 4 4 5 2 2 2 0.5
12 22 0 0 1 1 6 7 3 4 1.7
13 28 0 0 5 3 9 8 2 1 0.6
14 11 0 0 4 1 2 2 0 2 0.5
15 22 4 1 4 3 5 5 0 0 0.4
16 24 1 0 2 6 9 4 1 1 0.5
17 12 2 1 1 4 1 3 0 0 0.2
18 14 1 1 1 2 4 5 0 0 0.4
19 9 0 0 0 1 4 2 0 2 1.5
20 6 0 1 1 0 2 1 1 0 0.3
21 13 0 0 0 1 6 6 0 0 0.7
22 14 2 1 1 0 4 4 2 0 0.7
23 19 2 0 0 1 8 5 2 1 1.0
24 11 0 0 1 1 6 3 0 0 0.4
25 20 2 1 1 0 7 7 2 0 0.7
26 23 1 1 2 3 9 4 3 0 0.5
27 28 1 0 1 5 14 5 2 0 0.5
28 24 1 2 3 0 11 4 3 0 0.5
29 25 3 0 0 6 6 6 2 2 0.8
30 17 1 1 3 1 8 3 0 0 0.3
31 20 1 2 0 1 9 5 0 2 0.6
32 20 6 2 1 3 4 3 1 0 0.3
33 23 0 5 4 5 5 4 0 0 0.1
34 21 4 3 0 4 4 5 1 0 0.3
35 10 3 0 0 2 2 3 0 0 0.5
36 25 2 3 4 1 8 4 3 0 0.4
37 18 4 0 2 1 8 3 0 0 0.4
38 28 3 0 6 4 6 7 1 1 0.4
39 22 3 3 3 1 7 5 0 0 0.2
40 16 9 0 1 0 3 2 1 0 0.7
41 13 3 6 2 1 1 0 0 0 0.0
42 21 8 3 2 1 4 2 1 0 0.2
43 18 10 0 1 0 3 4 0 0 0.6
44 16 13 1 0 0 2 0 0 0 0.1
45 12 6 1 0 0 4 1 0 0 0.3
46 15 11 0 1 1 0 0 2 0 0.7
47 16 15 0 0 0 1 0 0 0 0.6
48 17 14 1 1 0 0 1 0 0 0.1
49 16 11 0 1 0 2 1 1 0 0.5
50 13 7 3 0 1 1 1 0 0 0.1
51 13 9 0 1 1 2 0 0 0 0.3
52 17 14 0 0 1 1 0 1 0 0.6
53 12 9 0 0 1 0 1 1 0 1.1
54 14 8 2 2 0 1 1 0 0 0.1
55 13 12 0 1 0 0 0 0 0 0.0
56 16 13 1 0 0 1 1 0 0 0.2
57 19 13 1 1 0 3 1 0 0 0.2
58 15 13 0 1 0 0 0 0 1 0.7
59 9 5 1 2 0 1 0 0 0 0.1
60 12 12 0 0 0 0 0 0 0 0.0
61 14 12 1 0 0 0 0 1 0 0.3
62 7 7 0 0 0 0 0 0 0 0.0
63 3 1 0 1 0 0 1 0 0 0.3
64 8 7 1 0 0 0 0 0 0 0.0
65 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0.0
66 3 2 0 0 0 1 0 0 0 0.6
67 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
68 2 1 0 0 0 0 1 0 0 1.3
69 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

70‐ 7 6 0 1 0 0 0 0 0 0.1

合計
TOTAL

年齢 （歳）
AGE （YEARS）

抗毒素価
ANTITOXIN TITER （IU/ml）

表4　年齢別破傷風抗毒素保有状況
TETANUS ANTITOXIN ACQUISITION RATE BY AGE

G.M.
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 2008年度

< 0.010 0.010 0.032 0.100 0.320 1.000 3.200 10.000
/ / / / / / /

0.031 0.099 0.319 0.999 3.199 9.999

TOTAL 33 4 2 2 4 10 7 4 0 0.5

0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0.6

1 3 0 0 0 0 1 2 0 0 1.0

2 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0.2

3 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0.0

4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0.0

5 2 1 0 0 0 1 0 0 0 0.3

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

7 4 0 0 0 1 0 1 2 0 1.4

8 5 0 0 1 0 3 1 0 0 0.3

9 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0.2

10 7 0 1 0 1 4 1 0 0 0.3

11 4 0 0 0 1 0 1 2 0 1.9

0‐5 11 4 1 0 1 3 2 0 0 0.3

6‐11 22 0 1 2 3 7 5 4 0 0.6

合計
TOTAL

月齢 （か月）
AGE （MONTHS）

抗毒素価
ANTITOXIN TITER （IU/ml）

表5　乳児月齢別破傷風抗毒素保有状況
TETANUS ANTITOXIN ACQUISITION RATE BY AGE IN INFANTS

G.M.

- 225 -



 2008年度

1回
1 DOSE

2回
2 DOSES

3回
3 DOSES

4回
4 DOSES

5回
5 DOSES

その他
OTHERS

A B C D E F G H

1288 43 28 18 116 269 42 150 622 93.5

33 2 6 4 13 0 0 0 8 92.0

175 1 1 4 59 72 0 13 25 99.3

158 3 2 1 11 91 0 11 39 97.5

177 4 4 4 15 53 32 18 47 96.9

183 5 2 0 4 33 6 31 102 93.8

204 3 4 2 8 15 3 35 134 95.7

160 8 4 2 4 3 0 26 113 83.0

198 17 5 1 2 2 1 16 154 61.4

1回
1 DOSE

2回
2 DOSES

3回
3 DOSES

4回
4 DOSES

5回
5 DOSES

その他
OTHERS

A B C D E F G H

1288 43 28 18 116 269 42 150 622 93.5

70 0 0 0 0 0 0 0 70 0.0

199 6 3 2 5 18 2 39 124 92.0

354 6 9 6 60 127 26 47 73 97.9

140 16 9 1 5 16 7 28 58 80.5

140 0 0 0 0 0 0 0 140 0.0

222 12 4 1 17 53 3 15 117 88.6

163 3 3 8 29 55 4 21 40 97.6

愛媛

※ Primary vaccination series : ｢4 doses of DPT｣ or ｢3 doses of DT｣ / Booster vaccination : 1 dose of DT

東京

栃木

Fukuoka

Ehime

Aichi

Fukui

Tokyo

Tochigi

福岡

愛知

福井

合計

北海道

TOTAL

Hokkaido

都道府県
PREFECTURE

VACCINEE （%） = （B+C+D+E+F+G） / （A+B+C+D+E+F+G） * 100

VACCINEE （%） = （B+C+D+E+F+G） / （A+B+C+D+E+F+G） * 100

※ Primary vaccination series : ｢4 doses of DPT｣ or ｢3 doses of DT｣ / Booster vaccination : 1 dose of DT

     DPT : diphtheria-pertussis-tetanus combination vaccine / DT : diphtheria-tetanus combination toxoid

TOTAL

0

50‐

40‐49

30‐39

20‐29

10‐19

合計
TOTAL

予防接種歴
VACCINATION HISTORY

接種率
VACCINEE
（%）

無
NON-

VACCINEE

有
VACCINEE 不明

UNKNOWN

表7　予防接種歴別都道府県別破傷風感受性調査数
THE NUMBER OF EXAMINEES FOR TETANUS SUSCEPTIBILITY INVESTIGATION BY PREFECTURE AND VACCINATION HISTORY

合計
TOTAL

年齢群
（歳）

AGE GROUP
（YEARS）

     DPT : diphtheria-pertussis-tetanus combination vaccine / DT : diphtheria-tetanus combination toxoid

5‐9

1‐4

表6　予防接種歴別年齢群別破傷風感受性調査数
THE NUMBER OF EXAMINEES FOR TETANUS SUSCEPTIBILITY INVESTIGATION BY AGE GROUP AND VACCINATION HISTORY

予防接種歴
VACCINATION HISTORY

無
NON-

VACCINEE

接種率
VACCINEE
（%）

有
VACCINEE 不明

UNKNOWN
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 2008年度

< 0.010 0.010 0.032 0.100 0.320 1.000 3.200 10.000
/ / / / / / /

0.031 0.099 0.319 0.999 3.199 9.999

無 NON-VACCINEE
TOTAL 43 23 5 6 3 5 1 0 0 0.1
0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0.0
1‐4 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0.3
5‐9 3 2 0 0 0 0 1 0 0 1.3
10‐19 4 2 0 1 0 1 0 0 0 0.2
20‐29 5 0 0 2 1 2 0 0 0 0.2
30‐39 3 0 1 1 0 1 0 0 0 0.1
40‐49 8 6 1 1 0 0 0 0 0 0.0
50‐ 17 13 2 1 1 0 0 0 0 0.0

有 1回 VACCINEE ［ 1 DOSE ］
TOTAL 28 6 5 5 1 4 7 0 0 0.2
0 6 2 1 2 0 1 0 0 0 0.1
1‐4 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0.0
5‐9 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0.3
10‐19 4 0 1 0 1 2 0 0 0 0.1
20‐29 2 0 0 0 0 0 2 0 0 2.6
30‐39 4 0 1 1 0 0 2 0 0 0.3
40‐49 4 2 0 0 0 1 1 0 0 0.6
50‐ 5 2 2 0 0 0 1 0 0 0.1

有 2回 VACCINEE ［ 2 DOSES ］
TOTAL 18 1 1 2 4 2 6 2 0 0.5
0 4 0 0 0 1 1 1 1 0 1.0
1‐4 4 0 0 1 2 0 1 0 0 0.2
5‐9 1 0 0 0 0 0 1 0 0 2.6
10‐19 4 1 0 1 1 0 1 0 0 0.3
20‐29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
30‐39 2 0 0 0 0 0 2 0 0 1.3
40‐49 2 0 1 0 0 1 0 0 0 0.1
50‐ 1 0 0 0 0 0 0 1 0 3.2

有 3回 VACCINEE ［ 3 DOSES ］
TOTAL 116 2 5 13 23 42 24 7 0 0.4
0 13 0 0 0 2 5 4 2 0 0.8
1‐4 59 1 0 5 12 23 14 4 0 0.5
5‐9 11 0 1 2 1 5 2 0 0 0.3
10‐19 15 0 0 6 5 2 1 1 0 0.2
20‐29 4 0 0 0 2 1 1 0 0 0.3
30‐39 8 0 3 0 0 3 2 0 0 0.1
40‐49 4 0 1 0 1 2 0 0 0 0.2
50‐ 2 1 0 0 0 1 0 0 0 0.6

有 4回 VACCINEE ［ 4 DOSES ］
TOTAL 269 2 5 19 39 99 67 30 8 0.7
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
1‐4 72 0 2 0 5 21 20 19 5 1.5
5‐9 91 0 1 7 23 30 23 5 2 0.5
10‐19 53 0 0 12 8 23 9 1 0 0.4
20‐29 33 1 0 0 2 18 8 3 1 0.7
30‐39 15 0 1 0 1 6 6 1 0 0.7
40‐49 3 1 1 0 0 0 1 0 0 0.1
50‐ 2 0 0 0 0 1 0 1 0 2.0

有 5回 VACCINEE ［ 5 DOSES ］
TOTAL 42 0 0 2 8 9 15 5 3 1.1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
1‐4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
5‐9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
10‐19 32 0 0 1 4 7 14 4 2 1.3
20‐29 6 0 0 1 2 1 1 1 0 0.5
30‐39 3 0 0 0 2 0 0 0 1 0.7
40‐49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
50‐ 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0.6

合計
TOTAL

年齢群
（歳）

AGE GROUP
（YEARS）

抗毒素価
ANTITOXIN TITER （IU/ml）

表8　予防接種歴別破傷風抗毒素保有状況
TETANUS ANTITOXIN ACQUISITION RATE BY VACCINATION HISTORY

G.M.
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流行予測2008

図2　年齢群別破傷風抗毒素保有状況，2008年

Age group distribution of tetanus antitoxin positives, 2008

［n = 1288］

流行予測2008

図1　年齢別破傷風抗毒素保有状況，2008年

Age distribution of tetanus antitoxin positives, 2008

［n = 1288］
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図3　乳児月齢群別破傷風抗毒素保有状況，2008年

Age group distribution of tetanus antitoxin positives in infants, 2008
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流行予測2008

図4　年齢/年齢群別破傷風抗毒素保有状況の年度別比較

Age/age group distribution of tetanus antitoxin positives in different years
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result of ≧15 years

※15-19 age group in 1998 :
result of ≧15 years
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Hokkaido Tochigi Tokyo

図5　都道府県別・年齢群別破傷風抗毒素保有状況，2008年

Age group distribution of tetanus antitoxin positives in each prefecture, 2008
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図6　予防接種歴別・抗毒素価別破傷風抗毒素保有状況 (0～19歳)，2008年

Tetanus antitoxin positives by vaccination history with antitoxin titer (0-19 years old), 2008
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